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はじめに
　まず、1 枚の絵を見ることから始めたい。写真 1 は、
明治期に描かれた真
マ
章
ダ
魚
コ
釣の絵である。大日本水産会
兵庫支会が 1897（明治 30）年に神戸において開催され
た第二回水産博覧会に出品した『兵庫縣漁具圖解』（以
下では『兵庫県漁具図解』と新字体に統一して記述する）
に収録されている。当時、明石郡明石町新濱では、こ
のような「きび団子」状の疑似餌を用いたタコ釣がお
こなわれていた。図解の説明によると、この漁は、「た
こノ餌ヲ喰ハントシテ鉤ニ觸レタル時引掛ケテ揚クル」
ものであり、「漁舩一艘ニ漁夫二人乃至三人乗組ミ各た
こ釣七具ツゝヲ搭載シテ漁場ニ至リ潮ノ上流ヘ投入シ
テ直チニ引上ケ又次ノ鉤ヲ曳
マ マ
揚ケ絶ヘス斯ノ如クシテ
捕獲スルモノ」であった。団子のような部分には、タ
コがその匂いを好むとして、ヒガンバナの地下茎も用
いられたらしい。このタコ釣りの伝統は、現在でも継
承されている。
　タコ漁といえば、より一般に知られているものとし
てタコつぼ漁がある。『兵庫県漁具図解』には明石郡林
崎村ノ内林村および加古郡二見村で営まれていた「章
魚壺漁」についても記載がある。藁縄を用いて素焼き
の壺を結わえ、これをいくつも親縄につけて海に沈め
た。壺のくくり方には全体をくくるものや、「肩」の部
分のみをくくるものなど、様々なものがあった。漁業
者は、縄のくくり方の違いによって、所有者を特定した。
漁場において、他人の壺と間違えて引き揚げてしまう
ような、無用な混乱を避けることができたのである。
　以上に掲げたわずかな事例からでも、当時の漁業活
動はどのようになされたのか、漁業者の海に関する知
識はどのようなものであったのか、漁法は明治中期以
降この百数十年の間にいかに変容をとげてきたのか、
伝統はいかに維持されてきたのかなど、漁具・漁法を
めぐる歴史・生態への興味はつきない。
　ところで、『兵庫県漁具図解』については、これまで
研究がほとんどなされないまま、関西学院大学図書館
が永らく所蔵してきた。本館は 2009 年 11 月に特別展
示「『兵庫県漁具図解』に見る伝統的漁法」を開催したが、
筆者は展示期間中、この図解について解説する機会を
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得た。小論は、この解説の内容に基づいている。準備
として、同年 6 月から図解を閲読しはじめた。しかし、
膨大な資料を短時間のうちに理解することは不可能で
あった。したがって小論は、『兵庫県漁具図解』を研究
するための予察的報告にすぎないことを断わっておき
たい。
　以下では、まず『兵庫県漁具図解』が出品された頃
の日本の漁業について考察する。そのうえで本図解を
研究する可能性を指摘し、ひとつの試みとして、図解
の中に収録されている瀬戸内側の延縄漁業を選び出し、
それらの記述内容から当時の漁業活動や漁場利用形態
を読み取ってみたい。
1．明治期の日本漁業と漁業振興
（1）明治期の日本漁業
　日本の漁業は明治期以降、急速な発展を遂げた。山
口和雄（1942）は、明治期から第二次世界大戦終結の
数年前までの漁業発展を 3 期に分けている。第 1 期は、
封建的諸制度が一応撤廃され、徳川時代から発展して
きた沿岸漁業が最も隆盛となった明治初年から 30 年代
までの時期、第 2 期は、沖合漁業が沿岸漁業に代わっ
て隆盛となるとともに、沿岸漁業の技術も質的に向上
し、さらに政府の奨励と相まって遠洋漁業もある程度
発展した大正 10 年前後までの時期、第 3 期は、それ以
降で、本格的な遠洋漁業の隆盛期であるとともに、漁
業における「産業革命」が起こった時期である。
　漁業技術は、明治 30 年頃までは基本的に江戸末期の
それと大差なかった。しかし漁網は依然として麻縄が
支配的であったものの、綿糸網が少しずつ現れはじめ
た。地域的な技術の偏向も徐々に是正され、立ち遅れ
ていた地方の漁業が次第に一般の水準に近づきつつ
あった。他方で、沿岸漁業は早くも衰退傾向を示しは
じめた時期でもあったという。二野瓶徳夫（1981）は、
明治政府の水産行政に関する実態は、準備が十分でな
いまま、情報の収集や水産業の普及、指導を進めてい
かざるを得ない状況にあったと指摘する。したがって、
当時、漁業制度の再編成と漁業生産の振興の 2 つが大
きな課題となった。
　明治維新以後において漁業法上もっとも注目される
法律制度は、1875（明治 8）年の新税廃止と太政官布告
による海面官有宣言である。このうち海面官有宣言は、
幕末の慣行や権利を国家的に一切否定し、文字通り海
面をすべて官有とするものであった。漁業をしようと
する者は、村単位あるいは事業単位の「海面拝借願」
を国家に提出し、許可を受けなければならなかった。
漁業者は、租税を負担することによって漁業権を行使
する権利を得たのである。これらは、中央政府による
国家権力の強化策でもあった。
　しかし、この布告は 1 年を経ずして全面的に撤回さ
れた。漁業に新たに参入しようとする勢力が台頭した
ため、政府の宣言は、従前からの漁業者と新規漁業者
との間の漁業・漁場をめぐる紛争に拍車をかける結果
となったからである。そこで政府は、旧来の漁場関係
を強力に維持することを基本原則として、具体的には
旧来の貢租関係をそのままの地方新税に切りかえると
いう方式をとった。各地方庁による漁業取締規則、捕
魚採藻取締規則、水産取締規則などの立法がそれであ
る。そこには「すべて旧慣に拠るべし」との条項が設
けられた（佐藤隆夫，1978）。
　漁業組合準則もこのような動きと軌を一にして、
1886（明治 19）年に農商務省から発令された。前述し
たように、旧慣にのっとった漁業権の主張と、新しい
漁業資本による漁場の占有にかかわる争論が続発し、
これらを調整することが政府の当面の課題となった。
そこで漁業者相互が組合を組織して、自ら漁場を区分
し、規約を作成することによって許可をうけるような
制度を早急に確立する必要があったのである（田辺 悟，
1998）。
　旧慣とはどのようなものであるのか、全国的な事情
を知ることも政府にとって喫緊の課題となった。初め
ての全国的水産調査が 1891（明治 24）年前後におこな
われ、その結果が『水産調査予察報告』、『水産事項特
別調査』として刊行された。また、1886（明治 19）年
から 1895（明治 28）年にかけて、農商務省水産局が全
国的な視野に立った『日本水産捕採誌』を編纂している。
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1883（明治 16）年には第一回水産博覧会、1897（明治
30）年には第二回水産博覧会が開催された。『長崎県漁
業誌』、『熊本県漁業誌』、『兵庫県漁業慣行録』、『静岡
県水産誌』、『北海道水産予察調査』、『北海道漁業志要』
など、地方水産誌の類もこれらの博覧会前後に編纂さ
れている。
　上記の地方水産誌のうち、『兵庫県漁業慣行録』に注
目してみよう。
　『兵庫県漁業慣行録』は、1890（明治 23）年の第三回
内国勧業博覧会に出品されたものであった。この博覧
会では内国勧業博覧会としては初めて水産の出品区分
がなされ、会場の施設も「水産館」として独立していた。
農商務省水産局は、博覧会開催にあたり、「水産に関す
る図書」（水産誌）の出品を各府県へ奨励している（藤
塚悦司，1995）。
　『兵庫県漁業慣行録』は、県内漁業の「改良進歩ヲ図
リ之ヲシテ益々盛大ナルニ至ラシムルハ県下勧業上頗
ル重要ノ事」として編まれたものである。改良するに
あたって最も必要なものは、「旧例慣行ヲ知悉シ之ヲ斟
酌取捨スル」ことであった。緒言には、「而シテ彼ノ旧
例慣行ナルモノハ多クハ数十百年ノ間幾多ノ経験ヲ重
子不知不識ノ際自然ノ必要ニ循
ママ
応シテ暫次生出来レル
モノナルカ故ニ旧慣ノ示ス所ハ則チ最モ能ク実際ニ適
シ最モ多ク利益有スル方法ナル可ケレハナリ」と、旧
慣の重要性が説かれている。
　兵庫県は漁業慣行録を編集し、将来の施政上の参考
に供しようと望んでいた。そこに 1886（明治 19）年 5 月、
農商務省令によって漁業組合準則が発布され、それに
応じて一般漁村において旧慣を斟酌して新規約を設け
る必要性が生じた。漁業従事者は組合を結成すること
も義務づけられたのである。そこで、県は各役場に対
して、漁業慣行調査書の提出を命じた。各地の調査書
が 1889（明治 22）年 12 月にまとめあげられ、『兵庫県
漁業慣行録』として発刊されるに至ったのである。
　『兵庫県漁業慣行録』は和紙に毛筆で書かれたもので
ある。「鹹水漁業之部」と「淡水漁業之部」の 2 部で構
成された。鹹水漁業之部は 19 巻、同参考書 17 巻、淡
水漁業之部は 24 巻、同参考書 2 巻からなる。しかし、
鹹水漁業之部の図解（漁具・漁法）が欠本となってお
り惜しまれる。内容は、漁制・漁権（しきたりに違反
した場合の処分の方法や資源管理、漁税など）、漁獲物
の販売先と販売方法、漁具、漁場、漁法、漁民、禁止
漁法など多岐にわたっており、当時の漁業実態を知る
うえでも貴重な史料である（尼崎市立地域研究史料館
編，1975；和田秀寿，2000）。
（2）水産関係の博覧会
　産業の近代化と輸出の奨励をめざす政策は、明治政
府の重要な課題であった。このうち具体的な産業政策
として政府が採用した事業のひとつに博覧会の開催が
ある（井上善博，1995）。農商務省水産課長を務めた下 
啓助は、その著書『明治大正水産回顧録』において、「此
處に博覧会のことを述べるのは奇異に思はれる人があ
るかも知れぬが、初期の水産業と明治初年の内外博覧
会とは切っても切れぬ縁がある。漸く発展の緒に就か
んとせる水産業が博覧会に依って刺戟され啓発された
事は数ふるに遑も無い程であった」と述べている（下 
啓助，1932）。
　ヨーロッパではすでに 1851（嘉永 4）年と 1862（文
久 2）年にロンドン万国博覧会、1855 （安政 2）年と
1867（慶応 3）年にパリ万国博覧会が開催されていたが、
わが国の水産業に大きな影響を与えたのは、政府とし
て初めて正式に参加した 1873（明治 6）年のウィーン
万国博覧会であった。政府は 1872（明治 5）年、この
万博に参加するための準備として博覧会事務局を設置
し、翌 1873（明治 6）年には産業調査を開始した。『諸
国物産大略』という地方物産目録が作成され、それに
もとづいて各府県に対して目録記載の産物を提出する
ように督促したのである。それによって水産業に関係
する事物を含む各地の産物や解説書が博覧会事務局に
集まった。下 啓助（1932）は、「内外博覧会のうち特に
水産業に取って思ひ出の深いものを挙げてみると先づ
明治五
ママ
年に開かれた維也納の博覧会である」と回顧し
ている。この万博に参加したことによって、人工孵化
の知識・技術と編網機がわが国に導入された。
　その後、1876（明治 9）年にフィラデルフィアで開催
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された米国独立百年記念博覧会からはサケの人工孵化
技術、サケ・マスの缶詰製造技術がもたらされ、北海
道に缶詰試験場が建設された。1878（明治 11）年のパ
リ万国博覧会では缶詰機械を購入している。1883（明
治 16）年のロンドン万国水産博覧会には日本からも水
産業に関係する各種の機器機械類が出品され、1891（明
治 24）年の仏蘭西大博覧会には大日本水産会によって
作成された魚介図が出品された。
　国内の博覧会についてみてみよう。当時の博覧会は、
展覧会、品評会、商品見本市の位置づけのみならず、
即売会の役割も兼ねたという（井上善博，1995）。1881（明
治 14）年の第二回内国勧業博覧会開催当時は、水産業
における優良技術の発見・普及の着想が進められた頃
であった（二野瓶徳夫，1981）。1882（明治 15）年には
上野公園内に博物館が開館し、水産に関する収集品も
多数収蔵された。
　海面に囲まれ、水産資源が豊富な日本であるが、水
産業は従来から「陸産業ニ比シ頗ル萎微不振ナルハ畢
竟漁民ヲ初メ斯業ニ関係アル者ノ智識開発セサル」（第
二回水産博覧会事務局編，1898a）ものと考えられてい
た。そのため、農商務卿は 1881（明治 14）年から水産
博覧会開設の準備に入り、1883（明治 16）年、東京上
野公園内の旧勧業博覧会会場跡地において第一回水産
博覧会が開催された。政府は、漁業振興を緊急課題と
して認識し、博覧会開催によって漁業が勧業政策のな
かで保護奨励すべき対象であることを全国に示したの
である（第二回水産博覧会事務局編，1898a）。
　第一回水産博覧会は「水産博」というモデルも提示
した。その機能が継承され、また各地の実状に合わせ
たかたちで技術が移入されることによって、府県レベ
ルでの漁業振興も推進された。水産共進会、集談会な
どの諸会も、内国勧業博覧会、水産博覧会の前後に開
催されたし、同様の会が各府県・郡単位・民間などで
定期・不定期に開催されたのである（関根 仁，2004）。
　第一回水産博覧会の開催以降、改良進歩の機運が高
まり、海外への輸出品も着実に増えつつあった。しかし、
水産業は他の産業の発達に比べるとなおまだ「幼稚ノ
域ヲ脱セズ」の状態であった。そこで水産業の特質、
漁具の巧拙、水族の保護、水産物製造法などを熟視し、
比較検討することが急務であるとして、1897（明治 30）
年、第二回水産博覧会が神戸において開催された。会
場は、神戸市楠町の旧鎮台屋敷跡であり、第六回関西
府県連合共進会に使用された建物を利用した。神戸港
西端和田岬には水族館、水族放養池が設けられた。同
博覧会では「出品物購入補助」という方法を採り、従
来の博覧会において出品しにくかった漁具や漁船、製
造器具などの出品を奨励した。それらの運用を実際に
観覧させることにも努めた（第二回水産博覧会事務局
編，1898a）。出品総数は 46,247 点であったが、その中
に大日本水産会兵庫支会によって編集、発刊された『兵
庫県漁具図解』が含まれていた。
2．『兵庫県漁具図解』研究の可能性
（1）『兵庫県漁具図解』
　『兵庫県漁具図解』は明治中期における兵庫県内各地
の漁業実態を把握できる貴重な文献である。現在、関
西学院大学図書館が所蔵している。昭和 40 年代に文学
部史学科日本史専修所属の教員が古書店から購入した
ものであるが、詳細な来歴等については不明である。
この図解はどのような文書であろうか。まず、その発
刊の経緯からみておこう。
　『兵庫県漁具図解』は前述したように、1897（明治
30）年 8 月、大日本水産会兵庫支会によって編集、発
摂津国
播磨国
淡路国 但馬国 淡水 計
1 2 3 4
網漁具
釣漁具
雑漁具
12
6
1
30 5
23
10
33 13
24
1
26
22
4
17
9
8
38
11
7
174
95
31
計 19 30 38 33 38 52 34 56 300
『兵庫県漁具図解』より作成
表1　『兵庫県漁具図解』に収録された漁具数（概数）
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刊されたものである。編集の主旨は、「緒言」によると、
兵庫県下における漁具の種類と使用の状態とを調査し、
第二回水産博覧会に出陳して漁業上の参考にするため
であった。その説明は虚飾を避け、事実を明らかにす
ることを期し、掲げられた図画もその実態を示すこと
が主であった。調査および編纂には、同年の 3 月から 8
月に至る 6 カ月間が費やされた。
　本図解は鹹水漁業と淡水漁業の二部で構成されてお
り、さらに鹹水漁業の部は、国別にまとめられている。
すなわち、鹹水漁業が摂津国 1 冊、播磨国 4 冊、淡路
国 1 冊、但馬国 1 冊、淡水漁業が摂津国・播磨国・丹
波国・但馬国をあわせた 2 冊の計 9 冊から構成されて
いた。播磨国 4 冊のうち、巻 1 と巻 2 は東播の部（明
石郡、加古郡、印南郡）、巻 3 と巻 4 は西播の部（飾磨郡、
揖保郡、赤穂郡）の説明となっている。残念なことに、
播磨国の巻 4 が欠巻である。表 1 は、『兵庫県漁具図解』
に収録された漁具数（概数）を示したものである。収
録内容は漁具の大分類ごとにまとめられ、網漁具から
説明が始まり、次に釣漁具、雑漁具と続く。合計 300
の漁具が記載されている。網漁具の記載数がこのうち
の 58％を占めている。
　『兵庫県漁具図解』には、第二回水産博覧会に出品さ
れた際、どのような評価がなされたであろうか。久保
田韓七郎（1897）は、「兵庫県、福岡県、高知県、島根県、
新潟県、山形県より許多の有益なる水産上の書籍並に
写本あり殊に兵庫県より出品の水産並に漁具図解と称
する折本は大日本水産会兵庫支会の出品にして九冊に
付五百圓なり餘程精密なる有益なる書と思はれたり」と
いうように、高額な頒布価格（現在であれば 100 万円
から 150 万円）から、本図解を高く評価されるもので
あろうと推察している。第二回水産博覧会における漁
業およびその沿革に関する調査、図書、方案などの出
品数は 68 点であり、従来の博覧会に比して著しく増え
た。博覧会の審査概評は、『兵庫県漁具図解』を山形県
海面漁業組合が出品した『漁業誌』、島根県外海水産業
組合連合会会議所が出品した『島根県水産誌』、その他、
静岡県漁業組合取締所が出品した漁場図、富山県が出
品した沿海漁場図、山口県朝鮮近海漁業組合が出品し
た朝鮮近海漁場探検図などとともに「斯業参考上最
裨益アルヘキモノトス」と評価している（第二回水産
博覧会事務局編，1897）。また『兵庫県漁具図解』は、「調
製宜キニ適シ類聚亦甚タ廣シー目能ク地方水産ノ實況
ヲ悉スニ足ル斯業ノ参考ニ益スル甚タ大ナリ」（第二回
水産博覧会事務局，1898b）として、有功二等を得ている。
（2）研究の可能性
　『兵庫県漁具図解』に掲載されている各漁具は、基本
的には以下のよう説明される。すなわち、漁具の名称
と調査漁村が記された後、①漁具の構造と新調費（1896
年調査）、②使用漁船の種類とその新調費、③漁具の使
用場（位置、水深などの提示）、④漁具の使用法、⑤漁
獲分配法が順に述べられている。これらに彩色された
⑥漁具の構造図と⑦使用図が加わる。以上の諸情報か
らどのようなことが明らかとなり、どのような研究の
可能性が開けるであろうか。
　たとえば、漁具の構造の説明中にある漁獲魚種とそ
の漁期（陰暦）から対象生物の季節性がわかる。詳細
に説明される漁具の構造は、漁具・漁法論のきわめて
重要な資料となりうる。漁具の新調費は当時の経費に
ついての比較研究や、課税の状況を知る手掛かりとな
るだろう。当時の漁業民俗も明らかとなろう。漁船の
説明は漁具・漁法論に関わるテーマを含んでいる。使
用場に関する説明からは、具体的な漁場名とその位置、
漁場の認識、漁業者の環境知などを知ることが可能と
なる。漁具の使用法に関する説明からは、漁業活動の
生態的側面の把握も可能である。しかし、地域の漁具
数といった数値情報を知るには『兵庫県漁具図解』で
は限界がある。そこで、たとえば、前述した『兵庫県
漁業慣行録』に記載された町村別漁具数などとのつき
合わせが必要となろう。漁獲分配法からは、漁具、漁船、
船主、網主、漁業者などに対する分配比率の構造を理
解することができる。
　漁具の構造図と使用図からは、漁業活動、魚の生態な
どを読み取ることができるだろう。漁業者の仕事着や描
かれている季節なども考察の対象となる。また、絵師は
どのような人物であったのか調査する必要も生じるし、
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絵の構図も研究の対象となる。以上のように『兵庫県漁
具図解』には豊かな研究の可能性が想定されるのである。
　次章では、試みとして、摂津、播磨、淡路の延縄漁
を取りあげ、主として漁具の使用法に関する説明に依
拠し、人間と環境との関係に注目しながら、漁業活動
と漁場利用形態の一端を読み取ってみよう。
3．延縄漁業を読み取る
　延縄は、釣針（鉤）をつけた枝縄を幹縄（親縄）にほ
ぼ等間隔に結わえた漁具である。使用するときには釣
針に餌をつけて海中に放り込む。縄の敷設場所にあわ
せて、表層・中層を泳ぐ魚群（いわゆる浮魚類）をね
らう浮延縄と底層に群がる魚群（いわゆる底魚類）を
ねらう底延縄とに大別される。『兵庫県漁具図解』には、
摂津国に 4 種、播磨国に 7 種（欠巻中の 13 種を除く）、
淡路国に 8 種の延縄が収録されている（表 2）。これら
のほとんどが底延縄である。縄は麻縄で、縄鉢あるい
は縄桶とよぶ容器におさめられる。1 鉢におさめられる
幹縄の長さは漁法によって異なり、その長さは 50 尋（約
75m）から 600 尋（約 900m）まで幅広い。1 回の操業
で何鉢（何桶）の縄を使用するかによって、敷設する
縄の全長や釣針の総数は異なる。縄の太さは二子撚か
ら五子撚まで様々である。
　延縄はどこに敷設しても漁獲が見込めるというもの
ではない。魚群が蝟集する場所に縄を入れなければな
らない。そこで、漁業者には、ねらった場所に縄を入
れる技術が求められる。そのため潮時や魚の摂餌時間
を正確に知る必要がある。以下では、漁場の特定およ
びシオ（潮流と潮汐）にかかわる記載に注目しながら、
当時の延縄漁業活動と漁場利用を考察してみよう。な
お、考察をすすめるためには延縄漁の基礎的理解が必
要である。ここでは、1970 年代後半に愛媛県越智諸島
大島の椋名漁村において試みた延縄漁場利用形態の生
態学的研究（田和正孝，1997）によって得られた知識
に依拠しながら論を進めたい。
名称 種類 調査地 漁獲対象 漁期 乗組員数 1鉢あたりの幹縄の長さ（尋）
1鉢あたりの
針（鉤）数
1回の操業で
使用する鉢数
摂津国
チヌ延縄
アブラメ延縄
カレイ延縄
ハゼ延縄
底延縄
〃
〃
〃
神戸市和田崎町
神戸市葺合村
〃
武庫郡西ノ宮町
チヌ
アブラメ
カレイ
ハゼ、カレイ
7〜10月
8〜10月
9〜10月
11〜2月
3
2〜3
3
2
600
500
560
400
60
280
208
180
15
15
15
20
播磨国
フカ延縄
ハモ延縄
アナゴ延縄
アブラメ延縄
タイ延縄
ノソ延縄
拼縄
底延縄
〃
〃
〃
中層延縄
底延縄
〃
明石郡明石町新濱
〃
〃
〃
〃
〃
加古郡高砂町
サメ、テンジンエイ
ハモ
アナゴ
アブラメ
タイ
ノソ、エイ
チヌ、ハネ、タイ、カレイほか
5〜6月
周年、5〜7月が好漁期
周年、9〜3月が好漁期
1〜3月
5〜11月
5〜9月
春の彼岸〜11月
5
4
3
2
3
2〜3
2〜3
200〜230
500
170〜200
250
250
200〜230
400
8
約40
―
70
25
10
40〜50、アナゴ縄は200
10
20
30（大潮時），6，7（小潮時）
10〜12、13
20
20〜25
20〜25、26
淡路国
ハモ延縄
タイ延縄
フカ延縄
エイ延縄
ブリ延縄
グチ延縄
トラハゼ延縄
アナゴ延縄
底延縄
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
津名郡由良町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ハモ
タイ
フカ、ハモ、エイ
エイ
ブリ
グチ
トラハゼ、キス
アナゴ、ガシラ、アブラメ
周年
周年
節分後50日〜八十八夜
一定せず
春の彼岸〜八十八夜
11月〜春の彼岸
11月〜春の彼岸
１0月〜春の彼岸
4
3〜4
4
4
4
3
3
3
450
200〜450
200
180
200
50〜200
150
80
約40
13〜37
16
18
約30
200
180
―
16
12
16〜20
5〜12
―
―
―
―
幹縄の長さ１尋は約 1.5m　　―：不明　『兵庫県漁具図解』より作成
表2　摂津、播磨、淡路の延縄一覧
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（1）漁場を知る
　神戸市葺合村のカレイ延縄の使用法には「漁場ニ至
リ山立ヲナシテ着手ス」という記述がある。山立は「ヤ
マタテ」と読む。漁場探索のための基本となる簡易三
角測量技術のことである。漁業者は魚が獲れる場所を
自らの漁業経験を通じて知る。しかしその場所は海上
から見えるところではない。特に底延縄の場合、彼ら
は海底の状況を読み取り、魚の集まっている場所へ縄
を落としてゆかなければならない。そのためには、海
上において自らがいる場所を正確に読み取る必要があ
る。漁業者は、目的とする漁場に到達したり、漁場の
位置を確認したりする際に、陸域の遠近 2 地点の目標
物の重なり具合を 2 ヵ所ないしは 3 ヵ所見出し、それ
らの見かけの位置関係を記憶した。2 地点を結んだ 2 な
いし 3 本の延長線上の交点が、すなわち船の位置となる。
この技法がヤマタテである。
　海底の起伏は、魚群が生息したり、群がったりする
場所を形成する。起伏の形態を十分に認知しておかな
ければ、漁業者は縄をうまく敷設し、ひいては魚群と
カップリング（結合）する機会を得ることができない。
たとえば、岩礁性で海藻が多く繁茂する漁場を利用す
る葺合村のアブラメ延縄漁（写真 2）では「潮ノ上リ下
リニ使用スト雖モ下リ潮ノトキヲ尤モ可トス」とある。
シオの流れ具合に応じて漁場となる場所が微妙に変化
すると考えられる。
　底延縄では縄を引き揚げる際、海底の岩礁にひっか
かって幹縄を切ってしまうことがたびたび生じる。漁
具の新調費は 1 鉢 1 〜 2 圓（2,000 〜 6,000 円）であり、
これらを海底に落としてしまうのは大きな損失となる。
そこで、まだ新しい「若縄」を切断してしまった時には、
「アテツマル」と呼ばれる道具を用いて縄を引き揚げた。
アテツマルについては加古郡高砂町の拼縄の構造図中
に描かれている（写真 3）。長さ 5 寸（約 15 ㎝）、重量
380 匁（1,425g）の鉛製で筒状のものに真鍮製の爪をつ
けたフックである。これに長さ 80 尋（約 120m）の縄
が付されている。これを海底に落とし、切れた幹縄の
いずれかの部分にひっかけて引き揚げるのである。操
業中、幹縄を切ってしまった場合、漁業者はすぐにヤ
マタテをして、その場所を記憶したであろう。ヤマタ
テによって正確な位置の認識ができなければ、縄を引
き揚げることも簡単ではないのである。
（2）潮時を知る
　明石郡明石町新濱のタイ延縄の使用法は、「潮ノ八重
ヲ待テ延ヘ順次延ヘ了リ大潮ノ時ハ二時間位ヲ経テ曳
キ揚クル」ものである。津名郡由良町のタイ延縄でも、
「潮汐ノ間ヨリやゑ潮迄ノ間ヲ選ヒ」縄を敷設した。潮
汐作用を考えた場合、干潮から満潮まで、あるいは満
潮から干潮までは通常 6 時間と少々かかる。漁業者は
シオの満ち具合（あるいは引き具合）について、様々
なローカルターム（地方名）を用いて認識している。
八重は、シオがほぼ 8 割満ちた（引いた）状況を表現
すると考えられる。八重はシオの速さからいえば、転
流時を迎える直前のゆるやかな流れの時間帯をさす。
（写真 2）アブラメ廷縄構造并使用図（神戸市葺合村）
『兵庫県漁具図解』より
（写真 3）拼縄構造図（加古郡高砂町）　中央の縄鉢の左隣が「アテツマル」
『兵庫県漁具図解』より
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この時間帯をねらって縄を敷設しているのである。由
良町のエイ延縄においても、「潮ノ緩カナル時ヲ測リテ
延ヘ数時間ヲ経テ」引き揚げる。
　加古郡高砂町の拼縄では「トロミヲ待テ」縄を敷設
する。トロミは転流時のシオの流れが最も緩い時間帯
をさすローカルタームである。この時間帯を選んで縄
を入れるのは、縄がシオに流されることなく、漁業者
が縄を入れたいと考える海底にうまく落とせるように
するためであろう。しかも、縄を「一潮毎ニ曳揚クル」
のである。明石町新濱のノソ延縄（写真 4）でも「深キ
處ニテハ晝満潮ノ時ニ延ヘ次ノ干汐ノ時曳揚クル」と
いう。いずれも、縄を引き揚げる際に漁業者にとって
シオの流れに引っ張られる負担が少なくなるように、
トロミの時間帯が選ばれていることがわかる。
　機械による縄の巻き揚げとは異なり、人力で縄を引
き揚げていた明治中期においては、シオの流量が大き
い大潮の時には、縄揚げはきわめて労力のいる作業で
あった。最深部で 110 尋（約 165m）にいたる漁場で操
業する明石町新濱のアナゴ延縄（写真 5）では「小潮ノ
トキハ三十鉢大潮ノ時ハ六七鉢」というように、大潮
時に使用する縄鉢の数が小潮時のそれに比べ 1/5 から
1/4 に留まっていることからもそのことが推察される。
（3）シオの速さを知る
　漁業者はシオの速さや方向をいかにして知ったので
あろうか。基本的には太陰暦によって毎日の潮時を確
認できたと考えられるが、シオの速さは場所によって
異なるし、流れの方向も操業中に吹く風の具合によっ
て微妙に異なるといわれている。このようなシオの加
減を知るには、漁船をいったん流れにまかせ、その流
れる方向と平行する位置にある遠近 2 つの目標物の離
れ具合（あるいは近づき具合）の速さを確認したであ
ろう。手前の目標物を注視するとその目標物は自らが
進む方向と反対の方向へと遠ざかってゆくが、後方の
目標物は自らを追いかけてくるがごとく、同じ方向へ
移動するように見える。これは運動視差という目の錯
覚の応用である。これら 2 つの目標物の離れる速さが
漁船の流されている速さ、すなわちシオの速さという
ことになる。愛媛県椋名漁村では、この認識方法は「ヤ
マノクイアイを見る」と表現されていた。
　また、シオが海底の起伏にあたると流れは上方に向
かうことがある。このとき海面では海水が湧きあがる
ような現象を見てとることができる。漁業者はこの状
況を観察し、湧きあがる大きさや海水が持ちあがるよ
うな状態からもシオの速さを認知したと思われる。
おわりに
　小論では、『兵庫県漁具図解』を理解するにあたって、
その背景となる明治期の日本漁業および博覧会の役割
について概観したのち、ひとつの試みとして延縄漁を
選び出し、使用法の説明を断片的に取り出しながら漁
業活動と漁場利用形態について考察した。結果的には、
『兵庫県漁具図解』を近代漁業史の中に位置づける作業
（写真 4）ノソ延縄構造并使用図（明石郡明石町ノ内新濱）
『兵庫県漁具図解』より
（写真 5）アナゴ延縄構造并使用図（明石郡明石町ノ内新濱）
『兵庫県漁具図解』より
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と、延縄漁を事例としていわば漁業誌をまとめる作業
の重要性を指摘できたと考えている。
　ただし、後者の研究をすすめるなかでは、紙数の関
係上取りあげられなかったことも多い。たとえば、延
縄漁とシオとの関係に注目したが、津名郡由良町にお
けるグチ延縄漁のように底延縄であっても「潮流ニ関
係ナク縄ヲ配置」する漁もある。なぜシオの速さに関
係なく操業が可能なのか、筆者は今のところ十分に理
解できていない。このような技法に関する当時の資料
はおそらく見出しえないであろう。いきおい、現代の
延縄漁業者に、漁業技術、漁場の特性、魚の生態など
について詳細に教えを請い、そこからさまざまな推論
を展開する必要がある。筆者自身、これまで沿岸漁業
をめぐる人間―環境関係に関心があり、実際の漁業活
動を参与観察する調査方法などをまじえて研究を進め
てきたが、このようないわば共時的研究に対して、『兵
庫県漁具図解』は共時的な研究と通時的な研究を結び
合わせる役割を有する貴重な資料であることも明らか
となった。
　今回の予察的報告をよい機会ととらえ、今後、明治
期の兵庫県における漁業誌をまとめてみたいと考えて
いる。もちろん『兵庫県漁具図解』に関する研究の可
能性はこれだけではなく、きわめて豊かである。多く
の方々が『兵庫県漁具図解』に目を向けられ、多様な
研究に取り組んでいただけることを願ってやまない。
［付記］
　小論をまとめるにあたり、『兵庫県漁業慣行録』を閲
覧する便宜をおはかりくださった兵庫県公館県政資料
室、兵庫県立農林水産技術総合センターの職員の皆様、
数々のご助言を賜った兵庫県農政環境部農林水産局水
産課、財団法人兵庫県水産振興基金の職員の皆様にこ
の場を借りて厚くお礼申し上げます。
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